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～ 今年度はお金をどう使う？ ～

令和8年度
予算



産婦および１か月児
健康診査事業

粗大ごみインターネット受付へ
のオンライン決済機能の追加

市立病院無料送迎便
（ワゴン車）の運行

胃がん検診および肺がん検診の
検診方法の見直しに係る検診委託

1,729万円 743万円

戸籍証明書の
コンビニ交付開始

当初予算　可決
前年度比　3.7％増

令和８年度　各会計予算額表

令和８年度　予算の特徴

歳出
消防費
15億8,343万円（3.3％）
…消防署の運営など

その他
7億5,348万円（1.6％）
…�議会費や商工費など

公債費
18億3,019万円（3.8％）
…市債の返済など

総務費
46億6,608万円（9.8％）
…市役所の運営など

衛生費
43億9,095万円（9.2％）
…健診事業やごみの収集など

土木費
63億7,626万円（13.3％）
…道路や公園の整備など

477億
6,100万円

民生費
215億4,339万円（45.1％）
…�子育て、高齢者、障害者支援、生活保護費など

教育費
66億1,722万円（13.9％）
…学校の運営や社会教育活動など

市議会は、令和８年度各会計当初予算
案（総額800億987万円・前年度比1.1％
増)を３月30日の第1回定例会本会議で
原案のとおり可決しました。

新規 新規 新規

レベルアップ レベルアップ レベルアップ

8,273万円

市民サービスの向上を図るため、稲城駅
前にマイナンバーカード手続き専用の施
設を開設する。

受診者のアクセス向上および受診者確保
のため、稲城駅、市役所、市立病院間を
往復する無料送迎ワゴン車の運行を開始
する。

産婦および１か月児健康診査に係る費用
を助成し、経済的負担の軽減および産後
のフォロー体制の整備を図る。

市民の利便性向上および行政事務の効率
化に向けて、コンビニ交付の対象として
戸籍証明書を追加する。

胃がん検診は、エックス線検査から胃内
視鏡検査に移行する。肺がん検診は、低
線量胸部CT検査を実施しているが、胸
部エックス線検査を加える。

粗大ごみ受付システムに、オンライン決
済機能を追加する。

（仮称）稲城マイナンバー
カードセンターの開設

会計名 令和８年度　当初予算額 令和７年度　当初予算額 増減額 対前年度比

一 般 会 計 477億6,100万円 460億5,300万円 17億  800万円 3.7%

国民健康保険事業特別会計 78億6,491万円 79億9,533万円 △1億3,042万円 △1.6%

土地区画整理事業特別会計 25億9,948万円 28億8,375万円 △2億8,427万円 △9.9％

介 護 保 険 特 別 会 計 68億  803万円 64億7,242万円 3億3,561万円 5.2%

後期高齢者医療特別会計 26億8,477万円 23億7,133万円 3億1,344万円 13.2%

下 水 道 事 業 会 計 33億  834万円 36億1,635万円 △3億  801万円 △8.5%

病 院 事 業 会 計 89億8,334万円 97億8,590万円 △8億  256万円 △8.2%

6,364万円 2,434万円 396万円
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令和８年度　当初予算に対する討論

令和８年度　一般会計
477億6,100万円

歳入

地方交付税
7億5,438万円（1.6％）
…財政力の差を国が調節するもの

その他
94億2,520万円（19.7％）
…地方消費税交付金など

市債
20億6,260万円（4.3％）
…国などからの借入金

国庫支出金
81億3,780万円（17.1％）
…国からの補助金など

都支出金
92億3,251万円（19.3％）
…東京都からの補助金など

市税
181億4,851万円（38.0％）
…市民などからの税金477億

6,100万円

賛成 川村議員
　令和８年度予算を審議するに当たり、第五次稲城市長期総合計画後期基本計画の確かなスタート、デジタル技術を手段とした機動的な行政運営、そして身の丈に合っ
た経営による病院の再生といった点から検証した。
　一般会計予算案は、前年度比３．７％増と過去最大規模を更新し、社会情勢の変化に機動的かつ着実に対応する編成となった。市税収入は、およそ 181億 4,851 万円
を見込む一方、ふるさと納税による、実質額２億円もの税収流出という看過できない課題があるが、これに対し市は、ゼロシーリングの原則に基づき、事務事業の有効
性を厳格に検証、国民健康保険税率などの改定による歳入増の確保や事務事業評価方法の見直し、障害者手当の適正化などを断行し、聖域なき行財政改革によって必要
な財源を捻出している。厳しい社会情勢を的確に捉え、市の未来への責任を果たす内容となっており、髙橋市長のリーダーシップの下、適正かつ効果的に執行されるこ
とを強く期待し、賛成する。

稲志会

賛成 渡辺議員 新政会
　令和８年度一般会計予算は、第五次稲城市長期総合計画の後期５か年の初年度という重要な位置づけにある中、近年の社会経済情勢などの変化を的確に捉えつつ、多
様化する市民ニーズにおける課題に対して機動的に取り組んでいく強い決意が示された予算である。歳入予算の状況を見ると、一般財源の根幹をなす市税は、令和７年
度当初予算と比較して６億 5,035 万 5,000 円増の 181億 4,851 万 4,000 円が計上されている。これは、これまで市が計画的に進めてきた都市基盤整備の取り組みが
着実に実を結び、歳入として具体的な成果となって現れているものであると評価する。
　今後も、更なる市の魅力と活力の向上を図るため、市民の交流、生活を支える多様な都市機能を有する交通の利便性を生かした機能性の高いまちづくりに邁進してい
ただくことを期待し、賛成する。

賛成 佐藤議員 公明党
　令和８年度の一般会計予算は、歳入歳出ともに総額 477億 6,100 万円、前年度比３．７％の増となっている。また、義務的経費についても６．２％の増となり、歳出
総額に占める割合は、前年度から１．２ポイント増加し、52％となっている。社会保障関係費などの増加により、厳しい財政環境の中にありながらも、本予算が中長期
的な財政運営にも配慮しつつ、必要な施策を着実に推進するための堅実な編成となっている。
　本予算は、各施策において、市民一人一人の安心と希望を支えるとともに、子供たちの学びと成長を育む教育の充実など、未来への投資を着実に進めるものであり、
かつ持続可能な稲城市の発展に資するものと高く評価し、賛成する。

賛成 榎本議員 改革未来の会
　本予算は、社会経済情勢の変化や物価高騰への対応、少子高齢化の進展など、多様化・複雑化する行政課題に対し、市民生活を支える施策を着実に推進するとともに、
将来を見据えた取り組みを進めるものとして編成されており、一定の評価をする。
　本市がこれまでの住宅都市としての発展に加え、地域経済の活力を高めながら、持続可能な自治体経営を実現し、次の世代へと確かな形で引き継いでいくことを期待
するとともに、こうした変化の時代においてこそ、施策の効果を的確に検証し、必要な見直しを行いながら責任あるかじ取りを行っていく市の覚悟が問われる。あわせて、
私ども議会においても、市民の暮らしと子どもたちの未来を見据え、提案と検証を重ねながらその責任を果たしていく決意を持ち、本予算に賛成する。

反対 山岸議員 日本共産党
　令和８年度一般会計予算は、歳入歳出ともに 477億 6,100 万円、令和７年度よりも 17億円増額し、過去最大の規模となっている。市民の暮らしと福祉の向上、子
育てや教育の支援の充実を求め、予算案を審査した。
　令和８年度予算案について、第１に、土木・開発関連への過大な支出、開発型予算の見直しが必要である。第２に、開発型予算の中心にある南山東部土地区画整理事
業については反対する。第３に、国民健康保険税および後期高齢者医療保険料の値上げについて、物価高が止まらず、家計が苦しい中で、保険税や保険料の値上げは、
さらに暮らしの負担となる。本予算案には、日本共産党市議団として求めてきた前進面としての事業も盛り込まれているが、予算全体が開発中心の予算という点、そし
て市民の負担増となる点について、市民の暮らしと福祉、教育と子育てを支える地方自治体本来の役割を果たすには不十分であると考え、反対する。
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問

国
の
令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算

案
に
係
る
情
報
収
集
と
対
応
は
。

答

財
務
省
や
総
務
省
な
ど
の
公
的
機

関
の
公
開
情
報
等
を
通
じ
て
情
報
収
集

し
、
機
動
的
に
対
応
し
て
い
く
。

問

令
和
８
年
度
予
算
編
成
の
基
本
の

第
一
に
対
す
る
行
財
政
運
営
に
つ
い
て
。

答

都
市
基
盤
整
備
や
公
共
施
設
の
整

備
な
ど
、
将
来
に
向
け
た
投
資
を
着
実

に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
世
代
間
の

負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら

も
、
市
債
を
最
大
限
活
用
し
、
財
政
負

担
の
年
度
間
調
整
を
図
り
、
持
続
可
能

な
行
財
政
運
営
に
努
め
る
。

問

令
和
８
年
度
予
算
編
成
の
基
本
の

第
二
に
あ
る「
機
動
的
」に
込
め
ら
れ
た

思
い
は
。

答

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
や
行
政

課
題
に
対
し
て
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち

柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
む
。

問

令
和
８
年
度
予
算
編
成
の
基
本
の

第
四
に
対
す
る
施
策
の
優
先
順
位
付
け

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答

各
所
管
課
で
、
各
種
事
業
の
決
算

状
況
や
実
績
を
検
証
し
積
算
さ
れ
た
も

の
を
、
予
算
編
成
政
策
会
議
お
よ
び
財

政
課
に
よ
る
査
定
に
て
総
合
的
に
判
断

し
、
決
定
す
る
。

問

全
中
学
校
の
特
別
教
室
の
う
ち
空

調
未
設
置
教
室
に
空
調
設
備
を
設
置
す

る
工
事
の
概
要
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
。答

33
教
室
の
う
ち
、
令
和
７
年
度

に
設
置
済
以
外
の
９
教
室
に
設
置
す
る
。

令
和
８
年
度
夏
季
休
業
期
間
を
中
心
に

工
事
を
行
う
予
定
。

問

稲
城
駅
、
市
役
所
、
市
立
病
院

間
を
往
復
す
る
無
料
送
迎
ワ
ゴ
ン
車
の

運
行
の
概
要
に
つ
い
て
。

答

10
人
乗
り
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
１

台
を
平
日
午
前
８
時
か
ら
午
後
３
時
ま

で
の
時
間
帯
で
、
一
日
７
往
復
す
る
。

７
月
か
ら
運
行
予
定
。

問
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Y
Ｏ　
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｓ　

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
」グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
向
け

た
公
民
連
携
に
よ
る
効
果
的
な
事
業
展

開
や
周
遊
促
進
策
の
概
要
と
地
域
活
性

化
へ
の
波
及
効
果
は
。

答

稲
城
市
観
光
協
会
お
よ
び
読
売

巨
人
軍
、
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
と
公
民
連

携
に
よ
り
、「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ　
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｎ

Ｔ
Ｓ　
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
」や
よ
み
う
り
ラ
ン
ド

の
来
客
者
の
属
性
な
ど
の
分
析
を
行
い
、

Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に

よ
り
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
く
。

問

若
葉
台
駅
東
地
区
の
土
地
区
画
整

理
の
事
業
化
促
進
に
向
け
た
支
援
の
概

要
に
つ
い
て
。

答

稲
城
市
土
地
区
画
整
理
事
業
調
査

補
助
規
則
に
基
づ
き
、
組
合
設
立
準
備

に
係
る
調
査
費
用
に
つ
い
て
、
２
千
万

円
を
上
限
に
、
準
備
会
に
対
し
て
補
助

を
行
う
も
の
。

問

下
水
道
管
の
点
検
・
調
査
の
概
要

と
経
営
基
盤
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
。

答

稲
城
市
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
実
施
方
針
に
基
づ
き
、
点
検
・
調

査
を
実
施
し
、
適
正
な
維
持
管
理
に
努

め
る
。
経
営
基
盤
強
化
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
稲
城
市
下
水
道
事

業
経
営
戦
略
に
基
づ
き
、
４
月
か
ら
実

施
さ
れ
る
、
東
京
都
流
域
下
水
道
維
持

管
理
負
担
金
の
大
幅
な
増
額
に
対
応
す

る
下
水
道
使
用
料
の
改
定
を
検
討
す
る
。

問

稲
城
駅
前
に
開
設
す
る（
仮
称
）稲

城
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
の

概
要
と
効
果
に
つ
い
て
。

答

専
用
窓
口
を
駅
前
に
設
置
し
、
多

様
な
受
付
時
間
や
開
所
日
に
よ
り
、
市

民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
。

問

南
山
地
区
の
学
童
ク
ラ
ブ
待
機
児

童
対
策
に
お
け
る
児
童
数
の
ピ
ー
ク
ア

ウ
ト
を
見
越
し
た
事
業
運
営
の
実
施
方

法
に
つ
い
て
。

答

南
山
地
区
に
お
け
る
児
童
人
口
の

推
計
を
も
と
に
、
令
和
９
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
19
年
３
月
31
日
ま
で
の
10
年

間
を
実
施
期
間
と
し
、
民
設
民
営
に
よ

り
運
営
業
務
を
委
託
す
る
。

問

市
制
施
行
55
周
年
記
念「
全
国
将

棋
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
６
」「
い
な
ぎ
将
棋

ま
つ
り
」に
つ
い
て
。

答

10
月
３
日
、
４
日
に
開
催
予
定
。

円
滑
な
実
施
に
向
け
て
、
公
益
社
団
法

人
日
本
将
棋
連
盟
と
の
協
議
を
適
宜

行
っ
て
い
く
。

問

市
立
病
院
の
無
料
送
迎
ワ
ゴ
ン
車

の
運
行
開
始
に
つ
い
て
。

答

運
行
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
路
線

バ
ス
お
よ
び「
稲
城
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
第
３
期
見
直
し
に
お
け
る
見
直
し
方

針
」に
基
づ
き
決
定
し
た
ｉ
バ
ス
を
補
完

す
る
交
通
手
段
と
し
て
、
稲
城
駅
、
市

役
所
、
市
立
病
院
、
相
互
の
利
便
性
が

高
ま
る
こ
と
か
ら
、
選
定
し
た
。

問

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
開
設
に
よ
る
認
知
症
対
策
の
向
上
と

効
果
に
つ
い
て
。

答

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
市
内
の
認

知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
共
同

生
活
を
し
な
が
ら
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

問

大
丸
地
区
の
Ｊ
Ｒ
南
武
線
高
架
下

公
園
整
備
に
つ
い
て
。

答

外
周
フ
ェ
ン
ス
や
公
園
灯
の
設
置

な
ど
大
丸
自
治
会
と
の
合
意
形
成
に
よ

り
策
定
さ
れ
た
整
備
方
針
に
基
づ
い
て

実
施
す
る
。

問

若
葉
台
駅
東
地
区
の
土
地
区
画
整

理
事
業
に
つ
い
て
。

答

都
市
施
設
で
あ
る
三
沢
川
や
多

３
・
４
・
36
号
小
田
良
上
平
尾
線
な
ど

の
整
備
、
地
区
内
の
無
電
柱
化
な
ど
に

よ
り
、
地
域
の
防
災
性
や
安
全
性
の
向

上
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
都
市
農
地

の
集
約
化
や
新
た
な
土
地
活
用
な
ど
に

よ
り
、
良
好
な
市
街
地
が
形
成
さ
れ
る
。

問

京
王
相
模
原
線
稲
城
駅
ホ
ー
ム
ド

ア
整
備
に
係
る
費
用
補
助
に
つ
い
て
。

答

令
和
８
年
度
の
ホ
ー
ム
ド
ア
の
供

用
開
始
に
向
け
、
市
か
ら
補
助
金
を
交

付
す
る
に
あ
た
り
、
ホ
ー
ム
ド
ア
以
外

の
ホ
ー
ム
と
の
隙
間
解
消
な
ど
に
関
す

る
課
題
に
つ
い
て
も
、
あ
わ
せ
て
解
決

で
き
る
よ
う
に
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

問

京
王
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
駅
南
口
駅

前
広
場
の
横
断
歩
道
橋
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
詳
細
設
計
に
つ
い
て
。

答

人
流
動
線
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、

駅
改
札
口
か
ら
、
改
修
す
る
階
段
も
し

く
は
、入
れ
替
え
予
定
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

で
横
断
歩
道
橋
に
上
が
り
、
よ
み
う
り

Ｖ
通
り
を
横
断
し
、
よ
み
う
り
ラ
ン
ド

の
ス
カ
イ
シ
ャ
ト
ル
乗
場
付
近
に
接
続

す
る
ル
ー
ト
と
な
る
。

問

災
害
用
ト
イ
レ
カ
ー
の
整
備
に
つ

い
て
。

答

整
備
に
関
す
る
財
源
に
つ
い
て
は
、

都
の
避
難
所
環
境
整
備
・
災
害
時
ト
イ

レ
確
保
等
区
市
町
村
支
援
事
業
補
助
金

を
活
用
す
る
。
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
特
段
の
財
源
は
な
い
が
、
専

門
業
者
に
よ
る
消
毒
を
含
め
た
清
掃
を

委
託
し
、
使
用
後
の
維
持
管
理
に
努
め

て
い
く
。

問
（
仮
称
）稲
城
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
セ
ン
タ
ー
の
場
所
、
開
設
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

答

開
設
場
所
は
京
王
リ
ト
ナ
ー
ド
稲

城
３
階
、
令
和
８
年
５
月
31
日
に
開
所

予
定
。

問

第
五
次
稲
城
市
長
期
総
合
計
画
の

後
期
計
画
初
年
度
と
し
て
重
点
的
に
取

り
組
む
施
策
と
成
果
目
標
は
。

答

５
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標

を
柱
と
し
て
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
に
考

慮
し
、
前
期
と
同
様
の
成
果
目
標
に
向

け
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」の
実

施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

答

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ

く
新
た
な
給
付
と
し
て
、
４
月
１
日
か

ら
実
施
予
定
。

問

産
婦
及
び
１
か
月
児
健
康
診
査
事

業
で
経
済
的
負
担
の
軽
減
お
よ
び
産
後

フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
整
備
を
進
め
る
に
至
っ

た
背
景
お
よ
び
経
緯
は
。

答

近
年
、
産
後
う
つ
や
養
育
環
境
の

不
安
定
さ
な
ど
、
早
期
に
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
行
う
必
要
性
の
高
ま
り
に
よ

り
、
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
都
が
、

都
内
共
通
で
受
診
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
な
ど
を
行
う
こ
と
か
ら
、
市
で
も
新

た
に
健
康
診
査
事
業
と
費
用
助
成
を
開

始
す
る
。

問

城
山
小
学
校
の
空
き
教
室
を
利
用

し
開
室
す
る
学
習
支
援
拠
点「
梨
の
実

ル
ー
ム
分
室
」の
独
自
の
取
り
組
み
と
、

ふ
れ
ん
ど
平
尾
に
あ
る「
梨
の
実
ル
ー

ム
」と
の
協
働
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答

児
童
・
生
徒
の
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

問

稲
城
駅
、
市
役
所
、
市
立
病
院

間
を
往
復
す
る
無
料
送
迎
ワ
ゴ
ン
車
を

運
行
す
る
効
果
に
つ
い
て
。

答

受
診
者
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
。

市
立
病
院
の
認
知
度
の
向
上
、
受
診
者

確
保
に
よ
り
医
業
収
益
の
増
加
が
見
込

ま
れ
、
経
営
改
善
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

問

生
活
保
護
受
給
世
帯
へ
の
エ
ア
コ

ン
購
入
な
ど
の
費
用
の
一
部
支
給
の
背

景
と
経
緯
に
つ
い
て
。

答

近
年
の
猛
暑
に
よ
り
熱
中
症
に
な

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
。
都
が
急
き
ょ
創

設
し
た
補
助
事
業
を
活
用
し
て
実
施
す

る
も
の
。

問

稲
城
駅
ホ
ー
ム
の
隙
間
に
対
す
る

転
倒
・
転
落
防
止
対
策
に
つ
い
て
。

答

転
落
防
止
ゴ
ム
の
設
置
な
ど
に
よ

り
、
段
差
や
隙
間
を
縮
小
す
る
対
策
を

図
る
と
聞
い
て
い
る
。

問

ｉ
バ
ス
の
新
路
線
運
行
の
市
民
へ

の
周
知
お
よ
び
市
民
の
要
望
を
バ
ス
事

業
者
へ
伝
え
て
い
く
こ
と
は
。

答

市
広
報
に
運
行
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ

な
ど
を
掲
載
し
、
市
民
へ
の
説
明
の
機

会
を
設
け
、
周
知
を
図
る
。
ｉ
バ
ス
と

路
線
バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
案
内
な
ど
の
冊

子
を
作
成
し
、
各
公
共
施
設
で
配
布
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
。
市
で

は
、「
稲
城
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
第
３

期
見
直
し
に
お
け
る
見
直
し
方
針
」な

ど
に
基
づ
き
、
バ
ス
事
業
者
に
要
望
し

て
い
る
。
今
後
も
、
稲
城
市
地
域
公
共

交
通
会
議
な
ど
で
、
市
民
ニ
ー
ズ
な
ど

を
踏
ま
え
、
協
議
し
て
い
く
。

問

消
防
緊
急
通
信
指
令
設
備
の
更
新

に
よ
る
効
果
に
つ
い
て
。

答

操
作
性
や
各
設
備
の
機
能
向
上
や

Live 

119映
像
通
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
よ
り
、
的
確
な
応
急
手
当
指
導
な
ど

通
信
指
令
業
務
の
強
化
を
図
る
。
通
信

指
令
室
を
消
防
庁
舎
３
階
に
移
設
に
よ

り
、
災
害
対
策
本
部
と
の
連
携
強
化
に

つ
な
が
る
。

問

災
害
用
ト
イ
レ
カ
ー
の
整
備
と
平

時
に
お
け
る
活
用
に
つ
い
て
。

答

発
災
時
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
絶

し
た
際
の
避
難
所
の
衛
生
環
境
確
保
や
、

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
被
災
自
治
体

へ
派
遣
し
、
相
互
支
援
の
態
勢
を
強
化

す
る
。
貸
し
出
し
に
関
す
る
ル
ー
ル
を

定
め
、
地
域
行
事
な
ど
平
時
の
活
用
を

検
討
す
る
。

稲志会

土居
議員

新政会

公明党

梶浦
議員

湯谷
議員

市長市長のの施政方針施政方針に に 対する代表質問対する代表質問 本定例会冒頭で市長が述べた令和 8年度施政方針に対して、
市議会各会派の代表 5名が、3月4日の本会議で代表質問を
行いました。主な内容は次のとおりです。
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日本共産党

岡田
議員

改革未来
の会

いそむら
議員

土居議員 梶浦議員 湯谷議員 岡田議員 いそむら議員

市長市長のの施政方針施政方針に に 対する代表質問対する代表質問
問

大
幅
賃
上
げ
、
消
費
税
５
％
減
税
、

安
心
の
社
会
保
障
、
大
学
授
業
料
の
値

下
げ
、
暮
ら
し
を
支
え
る
国
の
政
策
実

行
に
つ
い
て
。

答

国
の
令
和
８
年
度
予
算
に
お
い
て
、

経
済
と
財
政
は
い
ず
れ
も
国
民
の
た
め

の
も
の
で
あ
り
、
広
く
国
民
に
恩
恵
が

行
き
渡
る
予
算
編
成
を
行
う
と
し
て
い

る
。問

都
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答

都
の
令
和
８
年
度
予
算（
案
）に
お

い
て
、
強
靭
な
都
市
を
創
り
上
げ
て
い

く
と
と
も
に
、
物
価
高
騰
へ
の
対
応
や

治
安
対
策
な
ど
、
都
民
の
安
全
・
安
心

の
確
保
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
し
て
い
る
。

問

物
価
高
騰
の
も
と
市
民
の
暮
ら
し

を
支
え
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答

国
や
都
の
政
策
を
ふ
ま
え
、
特
定

財
源
を
確
保
し
た
上
で
取
り
組
む
こ
と

を
基
本
と
し
、
必
要
な
時
期
に
必
要
な

施
策
を
実
施
す
る
。

問

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て
。

答

全
国
各
地
で
発
生
し
た
大
規
模 

災
害
で
の
教
訓
を
踏
ま
え
、「
自
ら
の

命
は
自
ら
が
守
る
」こ
と
を
基
本
と
し
、

自
助
と
し
て
在
宅
避
難
へ
の
備
え
や
停

電
・
断
水
時
の
対
策
強
化
が
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
停
電
対
策
と
し

て
、
公
共
施
設
や
避
難
所
へ
の
発
電
機

な
ど
の
配
備
に
取
り
組
み
、
断
水
対
策

と
し
て
、
応
急
給
水
拠
点
で
の
飲
料
水

の
提
供
や
、
飲
料
水
の
備
蓄
、
災
害
時

生
活
用
水
井
戸
の
整
備
、
災
害
用
ト
イ

レ
カ
ー
や
ラ
ッ
プ
式
ト
イ
レ
の
ほ
か
、

水
循
環
型
の
シ
ャ
ワ
ー
や
手
洗
い
器
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問

学
習
支
援
拠
点「
梨
の
実
ル
ー
ム

分
室
」開
設
に
つ
い
て
。

答
「
梨
の
実
ル
ー
ム
分
室
」の
想
定
利

用
者
数
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
教
育
相

談
な
ど
を
通
し
て
把
握
し
て
い
く
。
運

営
体
制
に
つ
い
て
は
、
元
学
校
管
理
職

な
ど
の
配
置
を
予
定
し
て
い
る
。

問

全
中
学
校
の
特
別
教
室
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
に
つ
い
て
。

答

実
技
教
科
授
業
を
行
う
特
別
教

室
33
教
室
の
う
ち
、
令
和
７
年
度
に
設

置
済
教
室
以
外
の
９
教
室
に
設
置
す
る
。

令
和
８
年
度
夏
季
休
業
期
間
を
中
心
に

工
事
を
行
う
予
定
。

問

稲
城
市
立
i
プ
ラ
ザ
に
つ
い
て
。

答

ｉ
プ
ラ
ザ
の
次
期
事
業
期
間
に
お

け
る
運
営
な
ど
に
つ
い
て
は
、
事
後
評

価
な
ど
を
踏
ま
え
、
今
後
検
討
す
る
が
、

直
営
は
想
定
し
て
い
な
い
。

問

障
が
い
者
お
よ
び
障
が
い
児
の
福

祉
の
充
実
に
つ
い
て
。

答

見
直
し
に
よ
る
手
当
な
ど
を
受
け

て
い
る
障
害
者
の
生
活
へ
の
影
響
に
つ

い
て
は
、
急
激
な
影
響
が
出
な
い
よ
う

経
過
措
置
期
間
を
設
け
、
事
前
に
十
分

に
周
知
を
行
い
、
他
の
制
度
と
も
連
携

し
な
が
ら
地
域
生
活
を
支
援
し
て
、
丁

寧
に
進
め
て
い
く
。

問

国
民
健
康
保
険
税
率
の
改
定
に
つ

い
て
。

答

国
民
健
康
保
険
を
持
続
し
て
い
く

た
め
に
、
国
の
公
費
負
担
を
増
や
す
こ

と
に
つ
い
て
は
、
市
で
は
、
東
京
都
市

長
会
を
通
じ
、「
国
民
健
康
保
険
制
度

に
お
け
る
国
の
公
費
負
担
割
合
拡
大
」

に
つ
い
て
、
継
続
し
て
要
望
し
て
い
る
。

問

i
バ
ス
見
直
し
に
よ
る
新
路
線
の

運
行
に
つ
い
て
。

答

乗
降
調
査
や
ご
意
見
・
ご
要
望
を

踏
ま
え
、
深
刻
な
バ
ス
運
転
手
不
足

に
お
い
て
も
、
代
替
え
手
段
策
等
を
含

め
、
稲
城
市
地
域
公
共
交
通
会
議
な
ど

で
、
協
議
を
行
う
ほ
か
、
多
摩
地
域
の

自
治
体
と
も
課
題
の
情
報
共
有
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

問

第
五
次
稲
城
市
長
期
総
合
計
画
の

中
間
点
検
を
踏
ま
え
、
令
和
８
年
度
当

初
予
算
に
反
映
し
た
重
視
点
お
よ
び
後

期
５
カ
年
を
見
据
え
た
行
政
運
営
の
重

点
に
つ
い
て
。

答

各
種
事
業
の
円
滑
か
つ
安
定
的
な

進
捗
を
図
る
た
め
に
、
限
ら
れ
た
財
源

を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
配
分
す
る
こ

と
を
主
眼
に
置
い
た
。
中
間
点
検
に
お

い
て
財
政
推
計
を
見
直
し
た
結
果
、
前

期
５
カ
年
と
同
様
に
着
実
な
行
政
運
営

を
進
め
て
い
く
。

問

令
和
８
年
度
予
算
編
成
の
基
本
方

針
の
背
景
と
趣
旨
に
つ
い
て
、
今
後
の

事
業
検
証
や
優
先
順
位
付
け
の
際
の
視

点
、
見
直
し
の
基
準
は
。

答

厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
、
持
続

可
能
な
行
財
政
運
営
を
堅
持
す
る
た
め

に
は
、
必
要
な
行
政
コ
ス
ト
は
、
市
民

に
も
負
担
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と

判
断
し
た
。
事
業
の
検
証
や
優
先
順
位

付
け
は
、
毎
年
度
の
予
算
編
成
政
策
会

議
に
お
け
る
審
議
を
通
じ
て
判
断
す
る
。

問

今
後
の
財
政
運
営
の
課
題
は
。

答

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
や
行
政

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
限
ら
れ
た
財

源
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
配
分
す
る

と
と
も
に
、
新
た
な
財
源
の
確
保
に
一

層
注
力
し
て
い
く
。

問

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
と
既
存

の
一
時
預
か
り
事
業
と
の
関
係
性
の
整

理
方
法
、
役
割
分
担
に
つ
い
て
。

答

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
は
、
子

ど
も
視
点
の
事
業
、
一
時
預
か
り
事
業

は
、
保
護
者
視
点
の
事
業
と
整
理
し
て

い
る
。
役
割
分
担
に
つ
い
て
は
、
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
は
、
子
ど
も
の
成

長
支
援
、
一
時
預
か
り
事
業
は
、
保
護

者
支
援
で
あ
る
。

問

稲
城
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ス
開
設
を

選
択
し
た
判
断
ポ
イ
ン
ト
は
。

答

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
整
備
で
き
る
と

判
断
し
た
。

問

今
後
の
地
域
医
療
体
制
を
ど
の
よ

う
に
充
実
さ
せ
、
医
療
と
介
護
の
連
携

に
活
か
し
て
い
く
の
か
。

答

在
宅
診
療
体
制
の
構
築
に
取
り
組

む
。
在
宅
要
介
護
高
齢
者
へ
医
療
と
介

護
の
提
供
を
図
り
、
住
み
な
れ
た
地
域

で
の
生
活
継
続
を
推
進
す
る
。

問

無
料
送
迎
ワ
ゴ
ン
車
が
地
域
医
療

全
体
や
受
診
行
動
に
与
え
る
影
響
と
得

ら
れ
る
成
果
を
今
後
の
医
療
提
供
体
制

や
市
立
病
院
の
経
営
改
善
へ
ど
の
よ
う

に
活
か
し
て
い
く
の
か
。

答

ア
ク
セ
ス
面
で
選
ば
れ
や
す
く
、

市
内
開
業
医
が
患
者
を
紹
介
し
や
す
く

な
る
こ
と
で
、
地
域
医
療
連
携
の
推
進

が
図
ら
れ
る
。
地
域
に
必
要
な
医
療
提

供
体
制
を
充
実
さ
せ
、
患
者
数
増
に

よ
る
医
業
収
益
の
増
加
を
図
る
こ
と
で
、

経
営
改
善
に
つ
な
げ
る
。

問

遠
隔
手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

や
発
達
支
援
体
制
の
更
な
る
充
実
を
図

る
こ
と
と
し
た
考
え
方
は
。　

答

障
害
者
の
地
域
に
お
け
る
生
活
を

支
え
る
上
で
、
障
害
特
性
に
応
じ
た
支

援
が
必
要
と
の
方
針
か
ら
、
市
の
現
状

と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
必
要
な
支
援
を

実
施
す
る
。

問

市
施
行
４
地
区
に
お
け
る
土
地
区

画
整
理
事
業
の
課
題
認
識
、
課
題
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答

度
重
な
る
社
会
情
勢
の
変
化
に

よ
り
、
事
業
の
長
期
化
が
生
じ
て
い
る
。

特
定
財
源
の
確
保
お
よ
び
地
域
住
民
へ

丁
寧
な
説
明
を
行
う
。

問

消
防
緊
急
通
信
指
令
設
備
の
更
新

に
よ
る
消
防
機
動
力
の
充
実
強
化
に
つ

い
て
。

答

各
設
備
の
操
作
性
や
機
能
の
向
上

に
よ
る
出
場
指
令
の
迅
速
化
・
効
率
化

す
る
こ
と
で
、
消
防
機
動
力
の
充
実
強

化
を
図
る
。
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議
案
５
件
、
陳
情
１
件
を
審
査

し
ま
し
た
。

　
稲
城
市
特
別
職
の
指
定
等
に
関

す
る
条
例
は
、
５
件
の
質
疑
が
あ

り
、
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問

政
策
監
が
必
要
と
な
る
経
緯

は
。答

複
雑
な
政
策
課
題
に
対
し
、

専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
提
供
し
、

政
策
の
企
画
・
立
案
な
ど
の
助
言

を
す
る
た
め
に
設
置
す
る
。

問

任
期
を
４
年
と
し
た
理
由
は
。

答

大
き
な
政
策
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
市
長
と
同
じ
任
期
の
４

年
と
し
た
。

問

多
摩
地
域
で
政
策
監
を
配
置

し
て
い
る
自
治
体
は
。

答

昨
年
10
月
に
国
立
市
で
政
策

監
１
名
を
任
命
し
て
い
る
。

反
対
討
論
ま
ち
づ
く
り
や
開
発
の

更
な
る
人
件
費
は
反
対
の
た
め
、

本
条
例
に
は
反
対
で
あ
る
。

　
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
稲
城
市
行
政
手
続
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
は
、
２
件
の
質

疑
が
あ
り
、
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

問

公
示
送
達
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
ど
こ
に
載
せ
る
の
か
。

答

告
示
・
公
告
等
と
い
う
新
た

な
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
。

問

施
行
日
を
令
和
８
年
５
月
21

日
と
し
た
理
由
は
。

答

政
令
で
定
め
る
日
で
あ
り
、

５
月
21
日
と
な
っ
た
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
稲
城
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の

報
酬
、
費
用
弁
償
、
期
末
手
当
及

び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
は
、
２
件
の

質
疑
が
あ
り
、
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

問

令
和
８
年
度
に
想
定
す
る
支

給
割
合
は
。

答

期
末
手
当
１・
８
２
５
月
、

勤
勉
手
当
１・
５
７
５
月
で
進
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

時
間
額
の
上
限
を
５
０
０
０

円
に
引
き
上
げ
る
理
由
は
。

答

ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
を

雇
用
す
る
際
に
、
公
募
の
可
能
性

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
人

材
の
相
場
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案

し
た
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
稲
城
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
は
、
１
件
の
質
疑
が
あ
り
、

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問

改
正
が
市
の
人
事
行
政
に
与

え
る
影
響
は
。

答

引
き
上
げ
な
ど
は
、
財
政
に

大
き
な
影
響
が
出
る
が
、
職
員
の

処
遇
は
近
隣
市
に
遅
れ
を
と
ら
な

い
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
稲
城
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
は
、
４
件
の
質

疑
が
あ
り
、
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

問

指
定
区
域
は
市
内
の
何
か

所
、
ど
の
あ
た
り
に
あ
る
の
か
。

答

威
光
寺
東
側
付
近
な
ど
、
７

か
所
で
あ
る
。

問

林
野
火
災
注
意
報
や
警
報
を

発
令
す
る
基
準
は
。

答

注
意
報
は
、
全
３
日
間
の
合

計
降
水
量
が
１
ミ
リ
以
下
、
か
つ

全
30
日
間
の
合
計
降
水
量
が
30
ミ

リ
以
下
の
場
合
、
ま
た
は
全
３
日

間
の
合
計
降
水
量
が
１
ミ
リ
以
下
、

か
つ
乾
燥
注
意
報
が
発
表
さ
れ
て

い
る
場
合
に
発
令
す
る
。
さ
ら
に
、

強
風
注
意
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合

に
、
林
野
火
災
警
報
を
発
令
す
る
。

問

消
防
団
と
の
連
携
の
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

答

林
野
火
災
を
想
定
し
た
連
携

訓
練
や
、
情
報
共
有
を
行
い
、
早

期
の
消
火
体
制
の
強
化
に
努
め
る
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
宿
区
に
お
い
て
顕
在
化
し
た

事
例
を
受
け
て
、
政
党
機
関
紙
の

庁
舎
内
勧
誘
行
為
に
関
す
る
早
期

の
実
態
把
握
と
再
発
防
止
を
求
め

る
陳
情
は
、
１
件
の
質
疑
が
あ
り
、

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問

市
職
員
へ
の
勧
誘
の
現
状
は
。

答

現
在
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て

い
な
い
。

反
対
討
論
本
市
に
お
い
て
実
態
が

な
い
た
め
、
不
採
択
が
望
ま
し
い
。

　
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ

り
採
択
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
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議
案
４
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
稲
城
市
心
身
障
害
者
福
祉
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
は
、
３
件
の
質
疑
が
あ
り
、

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問

周
知
方
法
は
。

答

広
報
い
な
ぎ
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
、
個
別
に
通
知
を
送
付
す
る
。

問

見
直
し
を
す
る
理
由
は
。

答

制
度
や
社
会
環
境
の
変
化
を

踏
ま
え
、
現
在
必
要
な
施
策
に
重

点
化
し
、
時
勢
に
あ
わ
な
い
も
の

は
整
理
す
る
。

問

対
象
外
と
な
る
方
へ
の
支
援

の
在
り
方
は
。

答

障
害
福
祉
施
策
の
相
談
は
も

ち
ろ
ん
、
他
分
野
を
含
め
、
適
切

な
窓
口
や
制
度
を
紹
介
す
る
。

反
対
討
論
約
5
6
0
人
が
対
象

外
と
な
っ
て
し
ま
う
。
対
策
を

打
っ
て
い
る
こ
と
は
分
か
る
が
、

引
き
続
き
、
福
祉
手
当
の
支
給
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
、
反
対
す
る
。

　
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
稲
城
市
特
殊
疾
病
患
者
見
舞
金

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
は
、
２
件
の
質
疑

が
あ
り
、
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。問

支
給
を
受
け
て
い
る
人
数
と

対
象
外
と
な
る
人
数
は
。

答

７
２
８
人
が
支
給
を
受
け
て

お
り
、
所
得
制
限
、
年
齢
制
限
に

よ
り
、
５
４
１
人
が
対
象
外
と
な

る
。

反
対
討
論
見
舞
金
を
受
け
て
い
る

約
５
０
０
人
が
対
象
外
と
な
っ
て

し
ま
う
。
経
過
措
置
に
よ
り
、
令

和
10
年
度
か
ら
の
支
給
停
止
だ
が
、

引
き
続
き
の
支
給
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
、
反
対
す
る
。

　
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
稲
城
市
立
病
院
使
用
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
は
、
４
件
の

質
疑
が
あ
り
、
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

問

紹
介
受
診
重
点
医
療
機
関
の

指
定
を
辞
退
す
る
経
緯
は
。

答

初
診
患
者
に
対
す
る
選
定
療

養
費
の
増
額
に
よ
る
外
来
患
者
数

の
減
少
や
、
市
立
病
院
を
直
接
受

診
し
た
い
と
い
う
市
民
ニ
ー
ズ
が

あ
り
、
制
度
が
稲
城
の
医
療
情
勢

と
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
面
が

あ
っ
た
た
め
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
稲
城
市
病
院
事
業
企
業
職
員
の

給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、

質
疑
・
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

建
設
環
境
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

　
議
案
２
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
稲
城
市
企
業
誘
致
条
例
は
、
５

件
の
質
疑
が
あ
り
、
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。

問

全
部
改
正
に
至
っ
た
経
緯
は
。

答

第
五
次
稲
城
市
長
期
総
合
計

画
に
、
商
工
業
の
活
性
化
や
に
ぎ

わ
い
の
創
出
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
が
重
要
な
施
策
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
、
小
規
模
事
業
所
や

飲
食
店
の
出
店
増
加
に
つ
い
て
市

民
か
ら
多
く
の
要
望
を
い
た
だ
い

て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

問

飲
食
店
舗
賃
貸
奨
励
金
の
概

要
は
。

答

貸
し
店
舗
を
新
た
に
建
設
し
、

飲
食
店
に
賃
貸
し
た
場
合
は
、
固

定
資
産
税
等
相
当
額
の
１
０
０
分

の
80
、
上
限
１
０
０
０
万
円
、
交

付
期
間
１
年
間
、
既
存
店
舗
を
新

た
に
賃
貸
し
た
場
合
は
５
万
円
の

定
額
を
交
付
す
る
予
定
で
あ
る
。

問

旅
館
・
ホ
テ
ル
営
業
誘
致
奨

励
金
の
概
要
は
。

答

宿
泊
施
設
を
開
設
し
た
事
業

者
に
所
有
形
態
に
よ
り
類
型
を
分

け
、
３
年
間
奨
励
金
を
交
付
す
る
。

問

制
度
導
入
の
政
策
目
標
は
。

答

市
民
の
雇
用
機
会
の
拡
大
お

よ
び
地
域
経
済
の
活
性
化
に
よ
り
、

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

創
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
稲
城
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、
２

件
の
質
疑
が
あ
り
、
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。

問

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付

金
を
始
め
る
理
由
は
。

答

給
付
等
を
支
え
る
財
政
基
盤

と
し
て
、
全
世
代
、
全
経
済
主
体

が
、
子
育
て
世
帯
を
支
え
る
連
帯

の
仕
組
み
と
し
て
創
設
さ
れ
る
。

反
対
討
論
物
価
高
騰
で
暮
ら
し
が

厳
し
い
下
で
の
負
担
を
増
や
さ
な

い
、
子
育
て
支
援
は
国
庫
負
担
で

強
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考

え
反
対
す
る
。

　
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。補

正
予
算
特
別
委
員
会

補
正
予
算
特
別
委
員
会

　
議
案
４
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
東
京
都
稲
城
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
は
、  

1７
件
の
質
疑
が
あ
り
、
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

問

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
に
お
い
て
、

そ
の
補
助
を
選
択
し
た
基
準
は
。

答

速
や
か
に
効
果
が
行
き
届
く

こ
と
、
ま
た
新
た
な
事
業
に
よ
り
、

広
範
囲
に
そ
の
効
果
を
広
げ
て
い

く
よ
う
事
業
選
定
を
し
た
。

問

自
動
ラ
ッ
プ
式
ト
イ
レ
を
配

備
す
る
に
至
っ
た
経
緯
は
。

答

断
水
時
で
も
、
個
別
に
密
封

し
て
使
用
で
き
、
避
難
所
で
の
感

染
症
対
策
で
も
健
康
被
害
の
防
止

に
有
効
で
あ
る
と
考
え
た
。

問

物
価
高
騰
重
点
支
援
給
付
金

の
内
容
は
。

答

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
市
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
に
対
し
、
物
価
高
騰
の
影
響

を
軽
減
す
る
支
援
を
実
施
す
る
。

問

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
の

概
要
は
。

答

１
口
（
１
冊
）
５
０
０
０
円
、

プ
レ
ミ
ア
ム
率
20
％
の
商
品
券
を

デ
ジ
タ
ル
は
６
万
セ
ッ
ト
、
紙
は

１
万
７
０
０
０
冊
販
売
す
る
。

問

中
小
企
業
省
エ
ネ
化
設
備
導

入
補
助
金
の
概
要
は
。

答

製
造
か
ら
10
年
以
上
経
過
し

た
エ
ア
コ
ン
、
冷
凍
・
冷
蔵
庫
、

給
湯
設
備
の
更
新
や
、L
E
D
照

明
へ
の
更
新
に
対
し
て
、
補
助
率

２
分
の
１
、
補
助
上
限
20
万
円
で

導
入
費
の
一
部
補
助
を
行
う
。

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
東
京
都
稲
城
市
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
は
、
１
件
の
質

疑
が
あ
り
、
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

問

被
保
険
者
健
康
診
査
料
助
成

の
増
要
因
は
。

答

広
報
で
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成

の
告
知
や
、
ｉ
バ
ス
で
の
広
告
が

結
果
に
結
び
つ
い
た
。

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
東
京
都
稲
城
市
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）
お
よ
び
令
和
７
年

度
東
京
都
稲
城
市
土
地
区
画
整
理

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
は
、
い
ず
れ
も
質
疑
・
討
論

が
な
く
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ

も
起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

委員会で詳しく審査しました
～令和８年第１回定例会中に審査した内容は下記のとおりです～

▲補正予算特別委員会の様子
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～市民生活に深く関わる課題についての調査研究を行いました～

委員会視察を市政に活かす委員会視察を市政に活かす

総務委員会

建設環境委員会
令和８年２月２日（月）
市内農地

「稲城市の農業の振興について　（仮称）稲城市農業振興基本条例の策定に向けて」の調査研究を進めるため、市内農地を視察する。
南山地区（野菜栽培）： 自前の水源がなく、他所から水を運搬して対応をされていた。また、カラスやアライグマなどによる鳥獣被害の発生に苦
慮しているとのことであった。区画整理事業が進む中、新たな環境下での農地継続の難しさを改めて確認した。
矢野口地区（梨栽培）： 最新技術により、従来と比べ短期間で収穫ができる梨栽培を視察した。足元の防草シートを施工することで、作業の安全
性の向上や移動の効率化を図っていた。生産性の向上や効率化は、後継者不足に悩む農家にとって極めて重要な取り組みであると感じた。
東長沼地区（農業体験農園）：地域の土を活かした農産物づくりが楽しめる体験農地であり、種子や苗の他、農具や資材等は農園に準備され、園
主からの手厚い指導も受けられる。また、収穫祭や交流会などの様々なイベントも開催されるとのことであった。農業者同士や市民とのコミュ
ニティ形成の場としての役割も大きいと感じ、地域の農業の核となる農業の姿を視察することができた。

視 察 日
視 察 地
視察目的
調査概要

令和８年１月２８日（水）～３０日（金）
神奈川県横須賀市・愛知県豊田市・兵庫県神戸市

「自治体業務における生成AIの活用について」の調査研究を進めるため、横須賀市、豊田市、神戸市の先進的事例を視察する。
横須賀市：人口減少を見据え、ChatGPTをどう活用していくかについて、役所内での活用事例・利用者傾向・普及方法、市民向けの活用事例な
どについて確認した。生成AIを先駆的に取り入れ、内容の見直し・刷新を日々行うことで、より有用性の高い活用がされていることがわかった。
豊田市：人工衛星とAIによる水道管の健康診断について、課題や対策、効果について確認した。また、デジタル強靭化戦略における生成AIを含
めた活用事例、DX人材育成などについて確認した。所管課の提案を伴走型支援によって実現しており、大きな成果につながっていると感じた。
神戸市：全国に先駆けてAI条例、利用ガイドラインなどの整備を行い、職員も市民も安心して活用できる仕組みづくりに努めていることを確認
した。試行段階からアイデアやナレッジの蓄積、課題検証を丁寧に行い、実効性のある活用モデルを確立してきていると感じた。

視 察 日
視 察 地
視察目的
調査概要

横須賀市 豊田市 神戸市

南山地区（野菜栽培） 矢野口地区（梨栽培） 東長沼地区（農業体験農園）

252号令和8年5月15日7



問

魅
力
的
な
街
路
は
民
有
地
の

中
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
い
。

官
と
民
の
空
間
を
一
体
的
に
活
用
す

る
空
間
づ
く
り
に
つ
い
て
、
歩
道
に

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
設
け
る
な
ど
、

も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
が
、
考
え
は
。

答

賑
わ
い
と
町
な
か
の
魅
力
向
上

を
図
る
た
め
の
有
効
な
施
策
の
一
つ

と
考
え
る
が
、
都
市
基
盤
整
備
の
状

況
や
観
光
施
策
の
取
り
組
み
、「
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｓ 

Ｔ
Ｏ
Ｗ

Ｎ
」
構
想
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

問

今
後
の
観
光
や
賑
わ
い
づ
く
り

の
事
業
評
価
で
は
、
心
地
よ
く
滞
在

で
き
る
か
と
い
う
質
の
視
点
を
組
み

込
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
認
識
は
。

答

質
的
視
点
の
導
入
は
、
個
人
の

感
性
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
定

義
が
困
難
と
考
え
る
。
一
律
の
数
値

基
準
よ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
記

載
な
ど
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
が
実
態

把
握
に
適
し
て
い
る
と
考
え
、
意
見

を
聞
い
て
い
る
。

問

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
育
む

の
は
、
利
便
性
や
快
適
性
で
は
な
く
、

こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
体
験
だ
と

思
う
。
地
域
の
一
員
と
し
て
ご
み
拾

い
で
き
れ
い
に
し
た
三
沢
川
の
周
り

で
、
桜
・
梨
の
花
ま
つ
り
に
参
加
す

る
な
ど
の
機
会
を
増
や
す
取
り
組
み

こ
そ
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
認
識
は
。

答

自
分
た
ち
が
住
む
ま
ち
に
自
ら

関
わ
り
、
よ
く
し
て
い
こ
う
と
い
う

意
識
や
、
自
分
た
ち
が
こ
の
ま
ち
を

つ
く
っ
て
い
る
と
い
う
誇
り
で
あ
り
、

様
々
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
醸
成
さ

れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

セ
ン
シ
ュ
ア
ス・シ
テ
ィ（
官
能
都
市
）

２
０
２
５
に
つ
い
て

中田
議員

問

都
公
式
ア
プ
リ
（
通
称
「
東
京

ア
プ
リ
」）
の
概
要
に
つ
い
て
は
。

答

都
と
G
o
v
T
e
c
h
東
京
が

協
働
で
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、

都
民
一
人
一
人
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

一
つ
で
行
政
と
つ
な
が
り
、
日
常
生

活
が
よ
り
便
利
に
な
っ
た
と
実
感
で

き
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的

に
開
発
し
た
も
の
で
、
現
在
、
東
京

ポ
イ
ン
ト
の
獲
得
、
管
理
、
交
換
や

都
の
各
部
局
の
各
種
ア
プ
リ
の
一
部

と
の
連
携
な
ど
を
実
装
し
て
い
る
。

問

都
が
東
京
ア
プ
リ
を
活
用
し
て

行
っ
て
い
る
生
活
応
援
事
業
の
内
容

に
つ
い
て
は
。

答

東
京
ア
プ
リ
を
通
じ
て
物
価

高
騰
の
影
響
を
受
け
る
都
民
の
生
活

を
支
援
お
よ
び
ア
プ
リ
の
普
及
促
進

を
図
る
事
業
で
あ
る
。
対
象
と
な

る
15
歳
以
上
の
都
民
一
人
に
つ
き

１
万
１
０
０
０
円
相
当
の
東
京
ポ
イ

ン
ト
が
付
与
さ
れ
、
付
与
さ
れ
た
ポ

イ
ン
ト
は
主
要
な
民
間
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
の
ポ
イ
ン
ト
に
交
換
し
、

買
物
な
ど
に
利
用
で
き
る
。

問

東
京
ア
プ
リ
の
活
用
方
法
の
一

つ
と
し
て
、
手
続
き
ご
と
に
異
な
る

窓
口
や
サ
イ
ト
を
訪
れ
ず
に
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
完
結
す
る
こ
と
が
で
き

る
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
は
重

要
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

答

市
民
の
利
便
性
向
上
お
よ
び
行

政
運
営
の
効
率
化
を
図
る
上
で
有
効

な
手
段
で
あ
る
と
認
識
は
し
て
い
る

が
、
シ
ス
テ
ム
の
完
成
度
や
他
自
治

体
の
活
用
状
況
、
利
用
に
当
た
る
費

用
負
担
な
ど
を
慎
重
に
見
極
め
た
上

で
、
市
の
政
策
と
し
て
活
用
可
能
で

あ
る
の
か
、
十
分
に
検
討
を
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

稲
城
市
に
お
け
る「
東
京
ア
プ
リ
」の
活
用
に

つ
い
て

中島
議員

問

ゾ
ー
ン
30
の
概
要
お
よ
び
導
入

の
経
緯
は
。

答

警
察
庁
の
「
ゾ
ー
ン
30
に
よ
る

生
活
道
路
対
策
に
つ
い
て
」
に
よ
る

と
、
こ
れ
ま
で
、
一
定
の
区
域
の
中

に
交
通
規
制
を
設
定
す
る
方
法
と

し
て
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
な
ど
の

ゾ
ー
ン
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、

ゾ
ー
ン
設
定
が
困
難
な
ど
の
理
由
か

ら
、
全
国
的
な
普
及
に
至
ら
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
生
活
道
路
で
の
歩

行
者
な
ど
の
安
全
な
通
行
を
確
保
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ゾ
ー
ン
を

定
め
て
最
高
速
度
30
キ
ロ
の
速
度
規

制
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他

の
安
全
対
策
を
必
要
に
応
じ
て
組
み

合
わ
せ
、
ゾ
ー
ン
内
に
お
け
る
速
度

の
抑
制
や
、
抜
け
道
と
し
て
通
行
す

る
車
両
の
抑
制
な
ど
を
図
る
生
活
道

路
対
策
と
し
て
、
平
成
23
年
か
ら
取

り
組
み
を
開
始
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

問

市
内
で
指
定
さ
れ
て
い
る
区
域

と
指
定
さ
れ
た
経
緯
は
。

答

市
民
な
ど
か
ら
の
要
望
に
基
づ

き
、
交
通
管
理
者
で
あ
る
警
察
と
道

路
管
理
者
で
あ
る
市
が
連
携
し
、
警

視
庁
に
よ
り
、
平
成
26
年
度
に
百
村

竪
台
地
区
、
令
和
２
年
度
に
稲
城
第

三
小
学
校
周
辺
地
区
、
令
和
３
年
度

に
稲
城
第
七
小
学
校
周
辺
地
区
が
そ

れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
て
い
る
。

問

市
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

答

ゾ
ー
ン
30
の
入
り
口
に
「
ゾ
ー

ン
30
」
の
路
面
溶
着
や
速
度
規
制
標

識
お
よ
び
区
域
内
が
規
制
速
度
30
キ

ロ
で
あ
る
こ
と
を
標
示
す
る
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
看
板
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
説
明
や
指

定
地
区
図
な
ど
を
掲
載
し
、
広
く
周

知
を
図
っ
て
き
て
い
る
。

ゾ
ー
ン
30
に
つ
い
て

角田
議員

問

道
路
標
識
や
道
路
標
示
で
歩
道

を
通
行
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
と
き

は
、
例
外
的
に
歩
道
を
自
転
車
で
走

行
で
き
る
と
の
こ
と
だ
が
、
市
内
の

そ
れ
が
可
能
な
主
な
路
線
は
。

答

川
崎
街
道
や
南
多
摩
尾
根
幹
線

道
路
な
ど
の
一
部
の
路
線
と
な
っ
て

い
る
。

問

前
述
以
外
の
例
外
的
に
歩
道
を

自
転
車
で
走
行
す
る
こ
と
が
で
き
る

条
件
な
ど
に
つ
い
て
は
。

答

警
視
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る

と
、
道
路
工
事
や
連
続
し
た
駐
車
車

両
な
ど
の
た
め
に
車
道
の
左
側
部
分

を
通
行
す
る
の
が
困
難
な
場
合
や
、

著
し
く
自
動
車
の
通
行
量
が
多
く
、

か
つ
車
道
の
幅
が
狭
い
な
ど
の
た
め

に
、
追
越
し
を
し
よ
う
と
す
る
自
動

車
な
ど
の
接
触
事
故
の
危
険
性
が
あ

る
場
合
な
ど
、
自
転
車
の
通
行
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
に
や
む
を
得
な

い
と
認
め
ら
れ
る
時
と
な
っ
て
い
る
。

問

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
に
お
い

て
は
、
路
線
に
よ
っ
て
は
途
中
か
ら

走
行
ル
ー
ル
が
変
わ
る
箇
所
も
あ
る

な
ど
、
複
雑
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
市

民
な
ど
へ
の
自
転
車
交
通
ル
ー
ル
の

周
知
方
法
に
つ
い
て
は
。

答

市
広
報
の
ほ
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
に
つ

い
て
解
説
動
画
を
掲
載
す
る
な
ど
、

分
か
り
や
す
く
周
知
を
図
っ
て
き
て

い
る
。
そ
の
他
に
も
、
多
摩
中
央
警

察
署
や
多
摩
稲
城
交
通
安
全
協
会
と

連
携
し
、
市
内
の
小
学
３
年
生
を
対

象
と
し
た
自
転
車
免
許
試
験
や
自
転

車
利
用
者
へ
の
各
種
交
通
安
全
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
継
続
し
て
実
施
し

て
い
る
。

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
に
つ
い
て

池田
議員

問

起
立
性
調
節
障
害
は
、
症
状
に

波
が
あ
り
、
外
見
か
ら
は
分
か
り
に

く
い
疾
患
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

担
任
の
教
員
や
養
護
教
諭
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
を
含
め
た
校

内
で
の
情
報
共
有
や
必
要
に
応
じ
た

医
療
機
関
と
の
連
携
な
ど
、
現
状
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

答

特
別
支
援
に
係
る
校
内
委
員
会

な
ど
に
お
い
て
、
児
童
・
生
徒
の
障

害
の
状
態
や
必
要
な
支
援
な
ど
に
つ

い
て
情
報
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、

医
療
機
関
か
ら
必
要
な
支
援
な
ど
に

つ
い
て
助
言
を
得
る
な
ど
、
連
携
を

図
っ
て
い
る
。

問

起
立
性
調
節
障
害
に
対
す
る
基

本
的
な
考
え
方
や
配
慮
の
方
向
性
に

つ
い
て
、
教
育
委
員
会
と
し
て
統
一

的
な
整
理
や
共
有
は
行
っ
て
い
る
の

か
。
対
応
は
各
学
校
の
判
断
に
委
ね

ら
れ
て
い
る
の
か
。

答

起
立
性
調
節
障
害
の
あ
る
児
童・

生
徒
に
対
し
、
十
分
な
配
慮
が
必
要

で
あ
る
こ
と
や
、
個
々
の
状
況
に

よ
っ
て
違
い
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
教

育
委
員
会
と
学
校
と
で
共
有
し
て
い

る
。
ま
た
、
各
学
校
で
児
童
・
生
徒

の
状
況
を
面
談
な
ど
を
通
し
て
把
握

し
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。

問

起
立
性
調
節
障
害
へ
の
適
切
な

理
解
と
対
応
を
不
登
校
の
未
然
防
止

の
観
点
か
ら
も
、
重
要
な
取
り
組
み

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
く
考
え
は
。

答

起
立
性
調
節
障
害
を
含
む
様
々

な
障
害
へ
の
理
解
を
進
め
、
障
害
の

程
度
に
応
じ
た
対
応
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
今
後

も
障
害
者
理
解
へ
の
取
り
組
み
お
よ

び
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

起
立
性
調
節
障
害
の
あ
る
児
童・生
徒
へ
の
支

援
に
つ
い
て

佐藤
議員

一般質問一般質問
本定例会の３月５日から４日間にわたり、

17人の議員が市政について47項目の一般質問を行いました。
その要旨は次のとおりです。紙面の都合上、１人１項目のみ掲載しています。

なお、その他の質問項目については、
市議会ウェブサイトに掲載しておりますのでご覧ください。

ゾーン30区域の例

※
茶
色
く
太
字
に
な
っ
て
い
る
用
語
に
つ
い
て
は
10
面
で
詳
し
く
説
明
し
て
い
ま
す
。
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問

混
雑
緩
和
に
向
け
た
取
り
組
み

は
。答

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
主
催
者
を
通

じ
て
公
共
交
通
機
関
で
の
来
場
を
呼

び
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
駐
車
場
管

理
受
託
事
業
者
で
あ
る
タ
イ
ム
ズ
の

専
用
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
利
用
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
令
和
８
年

度
に
お
い
て
大
型
バ
ス
等
駐
車
場
の

整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

問

令
和
５
年
度
・
令
和
６
年
度
の

年
間
利
用
総
台
数
と
減
免
利
用
台
数

の
推
移
、
将
来
的
な
料
金
体
系
や
減

免
制
度
の
見
直
し
の
考
え
方
は
。

答

令
和
５
年
度
の
利
用
総
台
数
は

52
万
８
７
８
８
台
、
減
免
利
用
台
数

は
６
万
１
２
５
３
台
、
令
和
６
年
度

の
利
用
総
台
数
は
53
万
２
１
０
９
台
、

減
免
利
用
台
数
は
６
万
２
５
３
７
台

で
、
減
免
利
用
台
数
の
割
合
が
総
台

数
の
約
12
％
を
占
め
て
お
り
、
同
率

で
推
移
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
ま

た
、
混
雑
緩
和
対
策
と
し
て
、
料
金

体
系
の
見
直
し
も
対
策
の
一
つ
と
し

て
は
有
効
と
考
え
る
が
、
見
直
し
検

討
は
考
え
て
い
な
い
。
次
に
、
減
免

制
度
に
つ
い
て
は
、
条
例
お
よ
び
規

則
に
基
づ
き
、
適
切
に
実
施
し
て
い

く
。問

高
齢
者
の
外
出
機
会
の
確
保
に

よ
る
健
康
寿
命
の
延
伸
や
介
護
予
防

の
推
進
、
さ
ら
に
は
高
齢
者
が
安
心

し
て
社
会
参
加
で
き
る
環
境
整
備
の

観
点
か
ら
も
、
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
公
園
駐
車
場
の
減
免
に
つ
い
て
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答

公
園
駐
車
場
の
減
免
に
つ
い
て

は
、
条
例
お
よ
び
規
則
に
基
づ
き
、

適
切
に
実
施
し
て
い
く
。

公
園
駐
車
場
の
利
用
現
状
に
つ
い
て

榎本
議員

問

若
葉
台
駅
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

設
置
に
つ
い
て
、
何
度
も
質
問
を
し
、

平
成
30
年
以
降
、
京
王
電
鉄
株
式
会

社
へ
の
要
請
も
続
け
て
い
る
。
京
王

よ
み
う
り
ラ
ン
ド
駅
は
、
駅
利
用
者
、

市
民
の
安
全
性
・
利
便
性
の
向
上
を

図
る
た
め
レ
イ
ア
ウ
ト
見
直
し
を

行
っ
て
お
り
、
横
断
歩
道
橋
や
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
詳
細
設
計
も
進
め
て
い

る
状
況
か
ら
、
駅
の
中
に
も
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
設
置
と
い
う
の
は
大
変
大

事
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
。
京
王
相

模
原
線
の
駅
数
お
よ
び
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
駅
は
。

答

駅
数
は
11
駅
で
あ
る
。
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
が
未
設
置
の
駅
は
、
京
王

多
摩
川
駅
、
京
王
よ
み
う
り
ラ
ン
ド

駅
お
よ
び
若
葉
台
駅
で
あ
る
。

問

若
葉
台
駅
構
内
、
京
王
よ
み
う

り
ラ
ン
ド
駅
構
内
に
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
設
置
を
求
め
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
認
識
は
。

答

引
き
続
き
、
京
王
電
鉄
株
式
会

社
に
対
し
、
様
々
な
機
会
を
捉
え
て

要
請
し
て
い
き
た
い
。

問

直
近
の
要
請
時
期
お
よ
び
京
王

電
鉄
株
式
会
社
の
回
答
は
。

答

南
多
摩
市
議
会
議
長
会
を
通
じ

て
１
月
に
行
っ
て
い
る
。
京
王
電
鉄

株
式
会
社
か
ら
の
直
近
の
要
請
に
対

す
る
回
答
は
な
い
が
、
令
和
７
年
２

月
に
同
様
の
要
請
を
実
施
し
た
際
に

は
、
乗
降
客
数
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基

準
、
周
辺
施
設
と
の
関
連
性
、
駅
の

大
規
模
改
修
工
事
な
ど
を
総
合
的
に

勘
案
し
て
設
置
を
検
討
し
て
い
る
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
京
王
よ
み
う
り
ラ

ン
ド
駅
お
よ
び
若
葉
台
駅
に
設
置
す

る
計
画
は
な
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

若
葉
台
駅
構
内
、京
王
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
駅
構

内
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て

岡田
議員

問

本
市
の
公
益
通
報
制
度
は
、
職

員
な
ど
の
通
報
対
象
者
が
通
報
先
や

保
護
内
容
を
具
体
的
に
理
解
し
、
安

心
し
て
利
用
で
き
る
実
効
性
あ
る
制

度
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
の
認
識
の
根

拠
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
実
態
把
握

や
検
証
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答

理
解
度
を
把
握
す
る
実
態
調
査

な
ど
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
、
想
定

と
は
な
る
が
、
十
分
に
機
能
を
果
た

し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

問

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
具
体
的
な

制
度
内
容
の
掲
載
や
、
庁
舎
内
、
指

定
管
理
施
設
な
ど
で
の
ポ
ス
タ
ー
掲

示
な
ど
、
対
象
者
が
制
度
を
具
体
的

に
理
解
で
き
る
周
知
方
法
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

ま
た
、
制
度
の
実
効
性
を
さ
ら
に
担

保
す
る
た
め
、
協
定
書
や
委
託
契
約

書
な
ど
で
公
益
通
報
に
関
す
る
事
項

を
明
記
す
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い

か
と
考
え
る
が
、
認
識
は
。

答

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ポ
ス
タ
ー

掲
示
な
ど
、
対
応
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
周
知
を
進
め
た
い
。

問

本
制
度
の
実
効
性
を
確
保
す
る

た
め
、
今
後
、
周
知
方
法
の
見
直
し

や
教
育
・
研
修
の
実
施
、
相
談
し
や

す
い
環
境
の
整
備
な
ど
、
運
用
面
の

強
化
に
つ
い
て
市
と
し
て
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
か
。

答

改
め
て
総
務
部
全
体
で
担
当
部

署
な
ど
の
整
理
を
行
い
な
が
ら
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
制
度
の
周
知
、

制
度
の
理
解
お
よ
び
円
滑
に
進
め
て

い
く
た
め
の
職
員
の
育
成
、
そ
し
て

制
度
が
活
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
な

環
境
整
備
な
ど
を
進
め
た
い
。

公
益
通
報
者
保
護
法
に
基
づ
く
本
市
の
公
益

通
報
制
度
の
実
効
性
と
体
制
整
備
に
つ
い
て

いそむら
議員

問

バ
ス
事
業
者
へ
の
要
望
内
容
は
。

答

１
月
に
市
長
自
ら
要
望
を
行
い
、

小
田
急
バ
ス
株
式
会
社
に
は
、
稲
城

駅
が
終
点
の
路
線
バ
ス
の
市
役
所
へ

の
延
伸
、
新
百
合
ヶ
丘
駅
か
ら
市
立

病
院
へ
の
路
線
バ
ス
の
増
便
、
ま
た

は
稲
城
駅
が
終
点
の
路
線
バ
ス
の
市

立
病
院
ま
で
延
伸
、
４
月
か
ら
運
行

予
定
の
ｉ
バ
ス
平
尾
循
環
路
線
Ｃ
コ

ー
ス
を
若
葉
台
駅
ま
で
延
伸
す
る
よ

う
要
望
し
、
京
王
バ
ス
株
式
会
社
に

は
、
若
葉
台
駅
か
ら
南
多
摩
駅
の
路

線
バ
ス
の
運
行
終
了
時
間
の
延
長
ま

た
は
増
便
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

問

小
田
急
バ
ス
に
若
葉
台
駅
ま
で

の
延
伸
を
要
望
し
た
理
由
と
要
望
に

対
す
る
バ
ス
会
社
の
反
応
や
対
応
状

況
、
具
体
的
な
実
施
の
見
通
し
は
。

答

若
葉
台
駅
ま
で
延
伸
を
要
望
し

た
理
由
は
、
市
民
な
ど
か
ら
の
要
望

書
や
市
民
意
見
聴
取
会
に
お
け
る
要

望
な
ど
を
考
慮
し
、
改
め
て
バ
ス
事

業
者
に
検
討
を
お
願
い
し
た
も
の
で

あ
る
。
バ
ス
事
業
者
の
反
応
と
し
て

は
、「
バ
ス
運
転
手
不
足
の
中
、
要
望

に
応
え
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
状

況
で
は
あ
る
が
、
社
内
で
議
論
し
て

回
答
す
る
」
と
聞
い
て
い
る
。

問

利
用
者
・
市
民
の
声
を
聞
い
て

い
く
こ
と
に
つ
い
て
認
識
は
。

答

今
回
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

自
治
会
、
市
民
団
体
の
代
表
者
、
学

識
経
験
者
や
バ
ス
事
業
者
な
ど
で
構

成
さ
れ
る
稲
城
市
地
域
公
共
交
通
会

議
な
ど
で
議
論
す
る
と
と
も
に
、
市

民
意
見
聴
取
会
な
ど
の
意
見
、
要
望

な
ど
を
踏
ま
え
決
定
し
た
。
引
き
続

き
、
稲
城
市
地
域
公
共
交
通
会
議
な

ど
で
協
議
を
行
う
と
と
も
に
、
適
切

な
対
応
に
努
め
て
い
き
た
い
。

市
民
の
大
事
な
足
で
あ
る
ｉ
バ
ス
路
線
を
よ
り

良
い
も
の
に
し
て
い
く
取
り
組
み
に
つ
い
て

山岸
議員

問

市
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

答

稲
城
市
健
康
増
進
計
画
で
「
乳

幼
児
期
の
う
蝕し

ょ
く（
む
し
歯
）
予
防
対

策
、
成
人
期
の
歯
周
病
予
防
対
策
、

高
齢
期
の
口
腔
機
能
低
下
の
改
善
な

ど
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
歯

科
保
健
対
策
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、

誰
も
が
身
近
な
地
域
で
適
切
な
医
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
か
か
り
つ
け

歯
科
医
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
に
つ

い
て
普
及
啓
発
し
、
健
康
で
質
の
高

い
生
活
を
営
む
基
礎
と
な
る
生
涯
を

通
じ
た
歯
科
口
腔
保
健
を
実
現
す
る

た
め
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
」
と

し
て
い
る
。

問

市
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

答

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
の
ほ
か
、

幼
児
は
歯
科
健
康
診
査
、
成
人
期
は

歯
周
疾
患
検
診
、
老
年
期
は
後
期
高

齢
者
医
療
の
被
保
険
者
を
対
象
に
、

後
期
高
齢
者
医
療
歯
科
健
康
診
査
を

実
施
し
て
い
る
。

問

市
民
の
受
診
状
況
は
。

答

令
和
６
年
度
実
績
は
、
妊
婦

歯
科
健
康
診
査
54
人
（
９・
２
％
）、

１
歳
３
１
０
人
（
88
・
１
％
）、
１

歳
６
か
月
６
８
７
人
（
95
・
９
％
）、

２
歳
61
人
（
８・
８
％
）、
２
歳
６
か

月
18
人
（
２・
６
％
）、
３
歳
７
２
３

人
（
98
・
９
％
）
で
あ
る
。
歯
周
疾

患
検
診
は
、
40
歳
の
受
診
者
１
２
２

人
（
９・
９
％
）、
50
歳
１
６
５
人

（
10
・
３
％
）、
60
歳
１
７
２
人
（
13
・

１
％
）、70
歳
１
３
３
人
（
16・
２
％
）

で
あ
る
。
後
期
高
齢
者
医
療
歯
科
健

康
診
査
で
、
前
年
度
中
の
年
齢
75
歳

の
受
診
者
１
８
９
人
（
16
・
６
％
）、

80
歳
の
受
診
者
１
２
１
人
（
14
・
４

％
）
で
あ
る
。

市
民
の
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

田島
議員

問

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
は
「
否

認
の
病
気
」
と
も
言
わ
れ
、
自
ら
問

題
を
認
め
な
い
た
め
に
、
本
人
が
病

気
と
認
識
す
る
こ
と
は
困
難
な
こ
と

が
多
く
、
そ
の
家
族
は
借
金
の
尻
拭

い
な
ど
に
翻
弄
さ
れ
、
本
人
以
上
に

疲
弊
す
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
。
家

族
や
友
人
な
ど
が
、
依
存
症
に
つ
い

て
正
し
い
知
識
と
理
解
を
持
ち
、
当

事
者
を
早
め
に
治
療
や
支
援
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依

存
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
普

及
啓
発
に
つ
い
て
は
。

答

都
が
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
問

題
啓
発
週
間
に
合
わ
せ
て
実
施
し
て

い
る
事
業
や
相
談
窓
口
に
つ
い
て
、

チ
ラ
シ
な
ど
の
窓
口
へ
の
配
架
な
ど

に
よ
り
周
知
し
て
い
る
。

問

令
和
７
年
度
は
ど
の
よ
う
な
事

業
で
あ
っ
た
の
か
。

答

都
は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症

特
別
相
談
会
と
し
て
、
相
談
内
容
に

対
応
し
た
専
門
の
相
談
員
に
よ
る
対

面
相
談
会
を
実
施
し
た
。

問

オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
は
、
ス
マ

ホ
な
ど
で
行
う
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム

で
は
な
く
、
犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
市

立
小
中
学
校
で
学
ぶ
児
童
・
生
徒
に

認
識
し
て
い
た
だ
き
、
未
然
防
止
策

を
徹
底
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
の
違
法
性
な
ど

に
つ
い
て
、
警
察
庁
か
ら
提
供
さ
れ

て
い
る
広
報
啓
発
資
料
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

答

日
本
国
内
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

カ
ジ
ノ
に
接
続
し
て
賭
博
を
行
う
こ

と
は
犯
罪
で
あ
る
こ
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
で
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
サ
イ
ト
の

宣
伝
・
広
告
す
る
こ
と
は
違
法
で
あ

る
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

小
中
学
生
な
ど
若
年
層
を
含
め
た

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

梶浦
議員
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【センシュアス・シティ】…LIFULL HOME’S総研が提案
した、効率性や経済指標ではなく、五感で感じる「街の心地
よさ」や「魅力」を数値化した新しい都市評価指標。
【パークPFI】…「公募設置管理制度」の通称で、都市公園の
魅力と利便性の向上のため、公園の整備を行う民間の事業者

を公募し選定する制度のこと。
【アピアランスケア】…病気の治療に伴う脱毛、皮膚の変化、
手術跡などの外見の変化による身体的・心理的・社会的な苦
痛をウィッグ、帽子、メイクなどで軽減し、自分らしく生活
できるよう支える包括的なケアのこと。
【用水堰】…農業用水・工業用水・水道用水などの水を川か
らとるために河川を横断して水位を制御する施設。

【帯工】…川底の砂などが急な流れで削り取られないようコ
ンクリートなどで帯状に設置する固定ブロックのこと。
【東京アプリ】…東京アプリの詳しい内容はQRコードを読
み取ってご覧ください。

用語の説明 本文中の太文字の説明です。

問

長
峰
地
区
は
、「
星
の
見
え
る

ま
ち
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
る

が
、
住
民
か
ら
は
、
防
犯
・
安
全
対

策
と
し
て
、
景
観
を
考
慮
し
た
街
路

灯
の
照
度
ア
ッ
プ
を
望
む
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
り
、

以
前
と
比
較
し
て
明
る
く
な
っ
た
が
、

住
民
の
高
齢
化
に
伴
い
、
夜
間
の
さ

ら
な
る
安
全
性
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
足
元
照
明
の
照
度

を
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
明
る

さ
を
確
保
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
。

答

現
行
の
足
元
照
明
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

交
換
の
際
に
最
大
照
度
と
な
る
よ
う

に
交
換
し
て
お
り
、
こ
れ
以
上
、
器

具
を
変
え
ず
に
照
度
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問

長
峰
地
区
に
は
、
歩
道
に
設
置

さ
れ
た
車
止
め
の
石
塔
が
あ
る
。
夜

間
、
石
塔
が
分
か
り
づ
ら
く
危
険
な

ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
反
射

板
の
設
置
を
以
前
提
案
し
、
設
置
し

て
い
た
だ
い
た
経
緯
も
あ
る
が
、
経

年
劣
化
な
ど
に
よ
り
、
取
れ
て
い
る
。

再
度
の
反
射
板
の
設
置
に
つ
い
て
は
。

答

市
に
お
い
て
も
現
場
を
確
認
す

る
が
、
申
入
れ
い
た
だ
け
れ
ば
、
貼

り
直
す
作
業
を
実
施
し
て
い
く
。

問

反
射
材
の
設
置
は
、
自
転
車
な

ど
の
ラ
イ
ト
を
反
射
し
、
石
塔
の
存

在
を
認
知
さ
せ
、
夜
間
の
視
認
性
の

向
上
に
大
変
効
果
が
あ
る
と
思
う
。

長
峰
地
区
は
ま
ち
の
コ
ン
セ
プ
ト
上

ど
う
し
て
も
暗
い
部
分
が
あ
る
た
め
、

反
射
材
の
設
置
を
要
望
し
て
い
き
た

い
と
考
え
る
が
、
再
度
、
認
識
は
。

答

市
に
申
入
れ
い
た
だ
け
れ
ば
、

現
場
を
確
認
し
、
設
置
が
可
能
な
箇

所
に
は
順
次
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

長
峰
地
区
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

つのじ
議員

問

市
で
は
、
が
ん
患
者
へ
の
ア
ピ

ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
支
援
が
検
討
さ
れ
て

い
る
が
、
外
見
の
悩
み
は
が
ん
治
療

の
副
作
用
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
自
己
免
疫
疾
患
な
ど
も
含
め

た
包
括
的
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

誰
も
が
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
市
を

目
指
し
、
病
気
な
ど
に
よ
る
外
見
の

変
化
に
苦
し
む
市
民
一
人
一
人
に
寄

り
添
う
支
援
に
つ
い
て
問
う
。
ア
ピ

ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
支
援
の
検
討
状
況
は
。

答

周
辺
市
の
支
援
事
業
の
内
容
を

把
握
し
、
支
援
事
業
に
必
要
な
事
項

の
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る
。

問

が
ん
患
者
向
け
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス

ケ
ア
支
援
事
業
の
対
象
を
自
己
免
疫

疾
患
な
ど
の
患
者
へ
拡
大
す
る
こ
と

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
の
助
成
を

実
施
す
る
際
は
対
象
範
囲
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
く
。

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の

申
請
時
や
外
見
の
変
化
に
課
題
を
抱

え
る
生
徒
へ
の
配
慮
の
現
状
は
。

答

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
使
用

す
る
写
真
は
原
則
と
し
て
正
面
、
無

帽
、
無
背
景
の
も
の
と
し
て
い
る

が
、
利
用
上
の
理
由
が
あ
る
場
合
に

は
、
交
付
申
請
時
に
理
由
を
記
載
す

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
帽
子
や
サ
ン
グ

ラ
ス
な
ど
を
着
用
し
た
写
真
の
使
用

も
可
能
と
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、

問
い
合
せ
が
あ
っ
た
際
に
、
事
情
に

合
わ
せ
て
同
様
の
案
内
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
外
見
の
変
化
に
課
題
を
抱
え

る
生
徒
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
は
、
卒

業
ア
ル
バ
ム
作
成
の
際
、
医
療
上
の

理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
児
童
・
生

徒
、
保
護
者
の
意
向
を
踏
ま
え
、
写

真
撮
影
を
行
う
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
の
拡
充
と
、見
た
目
に
寄

り
添
っ
た
行
政
対
応
に
つ
い
て

土居
議員

問

市
内
で
改
正
児
童
福
祉
法
の
対

象
と
な
る
施
設
の
種
類
と
施
設
数
は
。

答

施
設
の
種
類
は
、
児
童
に
保
育

や
居
場
所
の
提
供
な
ど
の
支
援
を
行

う
施
設
で
、
合
計
71
か
所
で
あ
る
。

問

未
然
防
止
に
向
け
た
相
談
支
援

の
市
に
お
け
る
所
管
、
相
談
窓
口
と
、

相
談
支
援
体
制
を
整
え
る
た
め
に
、

行
わ
れ
る
研
修
内
容
、
対
応
に
当
た

る
職
員
の
人
数
は
。

答

相
談
支
援
の
所
管
、
相
談
窓
口

は
、
保
育
所
、
幼
保
連
携
認
定
こ
ど

も
園
、
幼
稚
園
、
家
庭
的
保
育
事
業

は
、
子
育
て
支
援
課
、
子
育
て
短
期

支
援
事
業
は
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
課
、
児
童
館
、
学
童
ク
ラ
ブ

は
、
児
童
青
少
年
課
で
あ
る
。
研
修

内
容
は
、
市
内
の
子
供
に
関
わ
る
施

設
に
所
属
し
て
い
る
職
員
を
対
象
に
、

子
育
て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事

業
研
修
を
行
っ
て
お
り
、
民
間
委
託

法
人
に
お
い
て
も
同
様
の
研
修
を

行
っ
て
い
る
。
職
員
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
安
心
し
て
相
談
が
で
き
る
よ

う
に
、
ケ
ー
ス
に
よ
り
複
数
人
で
対

応
し
て
い
く
。

問

対
応
の
う
ち
、
安
全
保
護
措
置
、

子
ど
も
に
対
す
る
ケ
ア
は
。

答

保
育
所
や
幼
稚
園
等
に
お
け
る

虐
待
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
等

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、

虐
待
に
該
当
す
る
と
判
断
さ
れ
た
場

合
は
、
子
供
の
保
護
を
優
先
に
、
加

害
職
員
を
現
場
か
ら
離
す
と
と
も
に
、

当
該
施
設
事
業
へ
の
改
善
の
指
示
を

適
切
に
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
対
象

と
な
っ
た
子
供
の
み
な
ら
ず
、
そ
の

他
の
保
育
所
な
ど
を
利
用
す
る
子
供

も
含
め
て
、
十
分
な
心
の
ケ
ア
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

保
育
所
等
の
職
員
に
よ
る
虐
待
に
関
す
る
通

報
義
務
に
つ
い
て

村上
議員

問

大
阪
府
茨
木
市
に「
お
に
ク
ル
」

と
い
う
、
市
民
の
意
見
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
様
々
な
施
設
な
ど
が
併
設

さ
れ
た
多
機
能
な
交
流
拠
点
の
複
合

施
設
が
あ
る
。
同
市
の
伐
採
木
を
活

用
し
た
遊
具
で
木
育
体
験
も
で
き
、

森
林
環
境
譲
与
税
を
使
用
し
て
造
ら

れ
て
い
る
一
例
で
あ
る
。
公
園
整
備

に
国
の
森
林
環
境
譲
与
税
を
使
用
す

る
事
に
つ
い
て
は
。

答

本
税
の
全
額
を
ナ
ラ
枯
れ
対
策

と
里
山
管
理
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ

る
い
な
ぎ
里
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
育
成

に
活
用
し
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
樹
木
の

伐
採
処
理
と
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

森
林
管
理
に
努
め
て
い
る
。
今
後
、

新
た
な
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
先

進
市
事
例
な
ど
を
研
究
し
て
い
く
。

問

先
日
、
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
内
に

ポ
ケ
パ
ー
ク
カ
ン
ト
ー
が
オ
ー
プ
ン

し
た
。
ま
た
、全
国
各
地
に
あ
る「
ポ

ケ
モ
ン
公
園
」
は
、
ポ
ケ
モ
ン
ロ
ー

カ
ル
Ａ
ｃ
ｔ
ｓ
と
い
う
会
社
が
地
方

自
治
体
と
協
力
し
公
園
を
造
っ
て
い

る
。
ポ
ケ
モ
ン
の
魅
力
を
発
信
す
る

こ
と
で
、
足
を
運
び
同
時
に
地
域
の

魅
力
も
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
各
都
道
府
県

が
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
実
現
し
て
い
る

公
園
も
多
い
た
め
、
市
か
ら
都
へ
提

案
す
る
事
を
進
め
て
ほ
し
い
と
考
え

る
が
、
民
間
と
の
連
携
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
方
は
。

答

公
園
整
備
や
維
持
管
理
に
お
い

て
、
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
な
ど
、
民

間
と
の
連
携
に
よ
り
、
魅
力
的
な
公

園
づ
く
り
や
、
財
政
負
担
を
抑
え
つ

つ
持
続
可
能
な
公
園
運
営
に
つ
な
が

る
新
た
な
手
法
に
つ
い
て
研
究
し
、

取
り
組
み
を
進
め
る
。

だ
れ
も
が
楽
し
め
る
公
園
づ
く
り
に
つ
い
て

川村
議員

問

大
丸
用
水
堰
改
築
工
事
の
具
体

的
な
概
要
に
つ
い
て
は
。

答

令
和
元
年
の
東
日
本
台
風
と
同

規
模
の
降
雨
に
よ
る
河
川
増
水
が
発

生
し
た
場
合
で
も
、
安
全
に
流
下
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
令
和
３
年
度
よ

り
、
流
下
能
力
の
向
上
を
図
る
な
ど

の
工
事
が
行
わ
れ
て
き
た
。
主
な
内

容
と
し
て
、
既
設
の
用
水
堰
を
撤
去

し
、
新
た
に
床
止
め
を
設
置
す
る
工

事
、
多
摩
川
の
流
れ
を
活
用
し
、
新

し
い
取
水
施
設
に
自
然
流
入
さ
せ
る

仕
組
み
を
構
築
す
る
た
め
の
帯お

び
こ
う工
を

設
置
す
る
工
事
、
新
た
な
取
水
施
設

と
堤
外
水
路
を
設
置
し
、
既
存
の
大

丸
用
水
路
に
導
水
す
る
工
事
で
あ
る
。

問

工
事
に
よ
る
市
へ
の
影
響
は
。

答

水
位
低
減
対
策
と
し
て
河
道
断

面
を
確
保
す
る
工
事
が
行
わ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
市
民
生
活
に
お
け
る
安

心
感
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
大
丸
用
水
の

農
業
用
水
と
し
て
の
利
用
も
、
工
事

前
と
同
様
に
果
た
さ
れ
て
い
る
。

問

こ
の
工
事
を
含
め
、
多
摩
川
緊

急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す

る
市
の
対
応
に
つ
い
て
市
長
の
考
え

は
。答

当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
委
員
と

し
て
参
加
し
、
多
摩
川
整
備
促
進
協

議
会
を
通
じ
、
国
に
対
し
、
多
摩
川

の
治
水
安
全
度
向
上
を
図
る
事
業
の

推
進
な
ど
を
求
め
て
き
た
。
今
回
、

市
の
費
用
負
担
が
な
く
、
大
丸
用
水

堰
の
改
築
工
事
な
ど
積
極
的
な
治
水

対
策
が
図
ら
れ
、
非
常
に
大
き
な
成

果
を
得
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、
国

へ
要
望
し
て
い
く
と
と
も
に
、
よ
り

一
層
の
防
災
・
減
災
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

大
丸
用
水
堰せ

き

改
築
工
事
に
つ
い
て

北浜
議員

問

国
が
市
町
村
に
行
っ
て
い
る
５

歳
児
健
康
診
査
の
導
入
支
援
の
内
容

は
。答

健
康
診
査
実
施
時
の
必
要
な
経

費
に
対
す
る
財
政
的
支
援
と
し
て
、

母
子
保
健
医
療
対
策
総
合
支
援
事
業

補
助
金
に
よ
る
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
技
術
的
支
援
と
し
て
、
既
に

５
歳
児
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
る

自
治
体
の
状
況
や
専
門
医
師
の
知
見
、

研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
、
健
康
診
査

の
実
施
お
よ
び
判
断
に
活
用
で
き
る

５
歳
児
健
康
診
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
発

行
や
知
識
普
及
の
た
め
の
研
修
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

問

５
歳
児
健
康
診
査
は
、
保
護
者

が
子
供
の
発
達
の
問
題
を
認
識
す
る

よ
い
機
会
と
考
え
る
が
、
認
識
は
。

答

国
が
示
す
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
い

て
、
５
歳
児
健
康
診
査
の
特
徴
は
、

個
人
の
成
長
や
発
達
を
診
査
す
る
だ

け
で
な
く
、
集
団
に
お
け
る
立
ち
居

振
る
舞
い
を
評
価
し
て
社
会
的
な
発

達
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
と
さ
れ
、

家
庭
で
は
把
握
が
難
し
い
集
団
生
活

で
の
状
況
も
確
認
す
る
こ
と
で
、
保

護
者
が
子
供
の
発
達
状
態
を
把
握
す

る
機
会
に
つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い

る
。問

市
に
お
け
る
５
歳
児
健
康
診
査

導
入
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
。

答

５
歳
児
健
康
診
査
は
、
発
達
の

偏
り
な
ど
が
あ
る
お
子
さ
ん
を
発
見

し
、
就
学
前
ま
で
に
必
要
な
支
援
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
今

後
、
発
見
の
た
め
の
ス
キ
ー
ム
や
支

援
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
体
制
の

確
立
が
必
要
な
た
め
、
関
係
機
関
と

と
も
に
実
施
に
向
け
た
検
討
を
し
て

い
く
。

５
歳
児
健
康
診
査
の
導
入
に
つ
い
て

湯谷
議員

※
茶
色
く
太
字
に
な
っ
て
い
る
用
語
に
つ
い
て
は
10
面
で
詳
し
く
説
明
し
て
い
ま
す
。
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市議会を傍聴しませんか
　次回の定例会は ６月12日（金） 開会予定です。

　市議会では、皆さまの本会議や委員会の傍聴をお待ちし
ております。
　傍聴をご希望の方は、本会議の会期中に市役所4階 議会
事務局にお越しください。
　詳しい傍聴の手続きについては、議会事務局ウェブサイ
トに掲載しています。右下のQRコードをスマートフォンな
どで読み取ってご覧ください。
　また、手話通訳による議会傍聴をおこなっております。
ご希望の方は、議会事務局までファクス（042-378-9737）
または議会事務局ウェブサイト内のお問い合わせフォーム
にて事前にご相談ください。

南多摩市議会議長会 要請行動 関東市議会議長会 定期総会
（１月27日） （４月23日）

　令和８年２月５日に株式会社第一生命経済研究所ライフデザイン研究部の主任研究員（当時）である
西
に し の

野偉
た け ひ こ

彦氏を講師に招き、稲城市議会議員研修会を開催しました。
　主権者教育、18歳選挙権、若者参画を専門とされている西野講師から、主権者教育とは何か、様々な
自治体での主権者教育の取り組みなどについて聴講しました。
　若者の投票率は、他の世代の投票率と変わらないことや、主権者教育として、国や地域課題を自分の
課題として捉え、自ら考え、行動する主権者像を育む必要性を学ぶことが出来ました。

多 7・4・5 号東長沼矢野口線
道路開通式

（３月25日）
　長年整備が進められてきた都市計画道路

「多7・4・5号東長沼矢野口線」の一部区間が
ついに開通しました。道路の開通式にてテー
プカットを行いました。

　関東地方の市議会議長で組織する関東市
議会議長会の定期総会に出席しました。今年
は群馬県高崎市で行われ、総会では、昨年度
決算や今年度予算のほか、会長や都県から提
出された議案の審議を行いました。

　八王子市、町田市、日野市、多摩市、稲城
市の５市の議長がメンバーとなっている南多
摩市議会議長会で、京王電鉄株式会社と多
摩都市モノレール株式会社に要望書をお渡し
しました。

議長公務日誌

議員研修会議員研修会　～主権者教育と地方議会～

請願・陳情について ライブ・録画中継も
しています　市政に対する要望は、請願・陳情

により提出することができます。

　詳しい提出方法などについては
市議会ウェブサイトに掲載してい
ます。右下のＱＲコードをスマート
フォンなどで読み取ってご覧くだ
さい。

※�令和８年第２回定例会の請願・陳
情の締め切りは、

　６月４日（木）午後５時
までです。

　市議会では、本会議や委員会の
様子をライブ中継しています。

　直接、本会議や委員会の傍聴に
来られない方でも、パソコン・ス
マートフォン・タブレット端末な
どでご自宅や外出先どこでも視聴
することができます。

※ライブ中継を視聴さ
れる方は、右のQRコー
ドをスマートフォンな
どで読み取ってご覧く
ださい。　

お知らせ

252号令和8年5月15日11



令和８年第１回定例会での審議結果
（令和８年２月26日～３月30日）

議

決

結

果

稲
とう

志
し

会
かい

新政会 公明党 日本
共産党

改革
未来の会 無所属

賛

成

反

対

北

浜

け

ん

い

ち

川

村

あ

や

中

田

中

鈴

木

誠

土

居

の

り

ひ

ろ

中

島

健

介

渡

辺

力

坂

田

た

け

ふ

み

池

田

英

司

角

田

政

信

梶

浦

み

さ

こ

つ

の

じ

寛

美

佐

藤

し

ん

じ

湯

谷

ひ

ろ

し

岡

田

ま

な

ぶ

山

岸

太

一

田

島

き

く

子

榎

本

久

春

い
そ
む
ら
あ
き
こ

村

上

洋

子

武

田

ま

さ

ひ

と

市　
長　
提　
出　
議　
案　

条　　　　　例

第１号 稲城市特別職の指定等に関する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 17 3

第２号 稲城市企業誘致条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第３号 稲城市行政手続条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第４号 稲城市会計年度任用職員の報酬、費用弁償、期末手当及び
勤勉手当に関する条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第５号 稲城市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第６号 稲城市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × × 15 5

第７号 稲城市心身障害者福祉手当に関する条例の一部を改正する
条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 17 3

第８号 稲城市特殊疾病患者見舞金の支給に関する条例の一部を改
正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 17 3

第９号 稲城市立病院使用条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第10号 稲城市病院事業企業職員の給与の種類及び基準に関する条
例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第11号 稲城市火災予防条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

補　正　予　算

第12号 令和７年度東京都稲城市一般会計補正予算（第６号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第13号 令和７年度東京都稲城市国民健康保険事業特別会計補正予
算（第３号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第14号 令和７年度東京都稲城市土地区画整理事業特別会計補正予
算（第２号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第15号 令和７年度東京都稲城市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第４号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

当　初　予　算

第16号 令和８年度東京都稲城市一般会計予算 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × × 15 5

第17号 令和８年度東京都稲城市国民健康保険事業特別会計予算 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × × 15 5

第18号 令和８年度東京都稲城市土地区画整理事業特別会計予算 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 17 3

第19号 令和８年度東京都稲城市介護保険特別会計予算 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第20号 令和８年度東京都稲城市後期高齢者医療特別会計予算 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × × 15 5

第21号 令和８年度東京都稲城市下水道事業会計予算 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第22号 令和８年度東京都稲城市病院事業会計予算 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

そ　　の　　他

第23号 東京都後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第24号 専決処分の承認を求めることについて（令和７年度東京都
稲城市一般会計補正予算（第４号）） 承 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第25号 専決処分の承認を求めることについて（令和７年度東京都
稲城市一般会計補正予算（第５号）） 承 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第26号 稲城市都市基盤整備政策監の任命について 同 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

可
＝
可
決　
否
＝
否
決　
承
＝
承
認　
同
＝
同
意　
◯
＝
賛
成　
×
＝
反
対　
議
＝
議
長　
欠
＝
欠
席

252号 令和8年5月15日12


